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Abstract
In order to apply ion exchange paper chromatography to forensic chemistry,
quaternary ammonium bases and related compounds, in the form of reineckates,
were examined whether they were chromatographically detected with ion ex-
change paper. The ion exchange paper, amberlite SA-2 was used. A dimethyl
sulfoxide solution of the reineckate was spotted at the starting point that was
at a 4cm distance from the bottom edge of the ion exchange paper strip. The
strip was hung in a chamber at 30℃, the bottom edge of strip was immersed
in lM-Na2HPO4-NaOH buffer solution (pH 13.30), and the ascending develop-
ment was applied. After the run was completed, the strip was dried and passed
through a freshly prepared solution of 2% phosphomolybdic acid in lM hydro-
chloric acid. The presence of the bases was evidenced by the appearance of
the yellow spot.
Under such a condition, Rf values of the bases were as follows: 0.44 for
choline, 0.20 for neurine, 0.18 for tetraethylammonium, 0.79 for betaine alde-
*この報文をイオン交換ベーパ-クロマトグラフィーの裁判化学への応用(第4報)とする。
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hyde, 0.74 for creatinine, and 0.39 for antipyrine. It was impossible to detect
betaine, atropine, and trimethylamine oxide by the above method.
Irradiation of light on a dimethyl sulfoxide solution of choline remeckate
had effect on the rate of release of choline from choline reineckate. Also,
other careful investigation of the release showed that the release was caused
by amberlite SA-2 during the run.




























































































































































































































































































ライネッケート Rf値 備 考
A
B
C
コリンライネッケート
0．44
0．44
その他のスポットなし
5．総括および考察
　5．1クロマトグラフィー用試料：前報1）で有機塩基の過ヨウ化物を試料とするイオン交換
ぺ一パークロマトゲラフィーについて報告したが，ヨウ素試薬をライネッケ試薬と比較した場
合，　ヨウ素試薬は，分析試薬上要求される選択性（selectivity）の点で非選択性が強く，第
四アンモニウム塩基やアルカロィド以外のものも過ヨウ化物として沈殿分離させる。例えば，
カフェインなどは酸性下ヨウ素試薬で過ヨウ化物として沈殿する5）が，ラィネッケ試薬ではラ
イネッケートとして沈殿することはない6）。
　このライネッケ試薬の選択性を，前報一）において述べた有機塩基を水に難溶性の過ヨウ化物
として沈殿分離させることに利用するならば，より純粋に有機塩基をラィネッケートとして沈
殿分離できるわけで，これを目的に，今回，ラィネッケートを試料とするイオン交換ぺ一パー
クロマトグラフィーを検討した。
　ライネッケートの適当な溶媒は少なく，Bregoff　g≠α1．7）はアセトンを溶媒として用い
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ている。しかしコリンをはじめとする多くの有機塩基のライネッケートはアセトンに僅かに溶
解するのみである。著者は種種検討の結果，溶解度に重点をおき，ジメチルスルホキシドをラ
イネッケートの溶媒として用いた。
　そこで，イオン交換紙アンバーライトSA－2，展開液1M－Na2HPO4－NaOH，試料ライネ
ッケートジメチルスルホキシド溶液を用いるイオン交換ぺ一パークロマトグラフィーを試みた
ところ，コリンをはじめとする若干数の第四アンモニウム塩基類において，ライネッケートか
らの有機塩基の遊離再生が認められ，遊離再生したもとの有機塩基をクロマトグラム上，スポ
ットとして検出することができた（第1表，第1図）。
　5．2有機塩基の遊離再生：Bregoff　o≠σ1．7）は，第四アンモ乙ウム塩基およびその関連化
合物のぺ一パークロマトグラフィーで，それら化合物のライネッケートをぺ一パークロマトグ
ラフィー用試料として用いているが，コリンライネッケートからコリンを遊離再生せしめるた
めには，展開に先だち0．1M硝酸銀で処理しなければならないことを報告している。また，
Bregoff6∫oJ．7）も結論づけているように，展開操作中に，誘導体（ライネッケート）から
もとの化合物（有機塩基）が遊離再生される乙とは，クロマトグラフィーのためには極めて望
ましいことである。　しかるに，本法においては，Bregoff6加1．7）の方法では遊離再生の困
難であるコリンをはじめとして，多くの有機塩基のライネッケートから，特別の操作を行なう
ことなく，もとの有機塩基が遊離再生した。
　前報一）で述べたように，過ヨウ化物からのコリンなどの有機塩基の遊離再生には，展開液中
の水酸化ナトリウムが大きな役割をはたしている。しかし，今回の有機塩基の遊離再生には，
展開液が特にその因子になっているとは推定し難く（第2表），有機塩基の遊離再生の因子と推
定されるものは，光エネルギーおよびアンバーライトSA－2であった（第5図，第2表）。し
たがって，有機塩基の遊離再生の機構は過ヨウ化物の場合どは根本的に異なるようである。光
エネルギーによる有機塩基の遊離再生は・コリンラィネッケートジメチルスル亦キセド溶液の
経時的色調変化から推定して，恐らくライネッケー、トのライネッケ試薬部分〔Cr（NH3）2（NC
S）。）の光分解にもとづくものと思料される。また，アンバーライトSA－2による有機塩基の
遊離再生は，ライネッケートの有機塩基部分，例えばコリンでは，（CH3）3N＋CH2CH、OH陽
イオンのイオン交換にもとづくものではなかろうか。
　5．3　クロマトグラム：展開緩衝液のpHおよび濃度が有機塩基のRf値に大きな影響を及ぼ
す乙とは，コリン過ヨウ化物およびノィリン過ヨウ化物を試料とするイオン交換ぺ一パークロ
マトグラ7イーで報告8、したが，コリンラィネッケートについても展開液pHが遊離コリンの
Rf値に大きな影響を及ぼし（第2図），pHの値が大きくなるにしたがってRf値も大きくな
った。しかし，付着ライネッケート量の多寡はRf値に殆んど影響を与えなかった（第3図）。
　クロマトグラム上のスポットから，有機塩基の定量は可能であった（第4図〉が，ラィネッ
ケートからの有機塩基の遊離再生には，上述の如く光エネルギーの関与するところが大である
ことから，本法にょる定量のためには，光に対する管理その他の条件を厳にする必要がある。
　以上の結果にもとづいて，アキのノゲシおよびオニタビラコの各葉茎部液汁から得られたラ
イネッケート（第6図）に本法を適用したところ，迅速かつ簡単にコリンを検出することがで
きた（第3表）。
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6．要 約
　有機塩基のライネッケートを試料とするイオン交換ぺ一パークロマトグラフィーを試み，次
の結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．
　（1）イオン交換紙としてアンバーライトSA－2を，展開液として1M－Na2HPO4－NaOH：
緩衝液（pH15．50）を用いて，有機塩基のラィネ、ッケートからもとの有機塩基を遊離再生せし
めるための特別の操作を行なうことなく，有機塩基の分離，検出および定量を迅速かつ簡単に
行なうことができた。
　（2）有機塩基の遊離再生に関与する因子は光エネルギーおよびアンバーライトSA－2であ
った◎
　（乙）本法をアキのノゲシおよびオニタビラコに適用し，それぞれコリンを迅速かつ簡単に
検出することができた。
，本研究は窪田喜代子氏のご協力におうところ大で南った。稿を終るにのぞみ深謝の意を表します。
本論文の要旨は日本化学会第29秋季年会（広島，1975年）において口頭発表した。
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